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６ 木 材 産 業 
 

（１）素材の生産 

    管内の素材生産量は65.9千ｍ3 (前年対比107％)で、所管別構成割合は国有林37％、 

道有林12％、一般民有林51％で、国有林と一般民有林の占める割合が高くなっています。 

    また、素材生産量の約78%にあたる51.1千ｍ3 がトドマツです。  

 

（２）素材の消費 

   管内の木材加工工場の素材消費量は、15.4千ｍ3(針葉樹3.6千ｍ3、広葉樹11.8 千ｍ3 ) 

   で前年対比105％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                  ※令和５年度カラマツ・トドマツ素材流通調査による  

（３）木材工業の現況 

  ア 製材工場 

     管内の製材工場は１工場で、原木は針葉樹を利用し建築材を中心に生産しています。 

  イ チップ工場 

     管内のチップ工場は１工場で、原木は広葉樹を利用しパルプ用チップを中心に生産していま

す。 

  ウ その他林産加工工場 

     管内のその他の林産加工工場は１工場で、針葉樹を利用し土木用資材を中心に生産しています。  

 

（４）特用林産物・木材利用推進等 

  ア 特用林産物 

管内では、木炭が生産されています。 

 

  イ 木材利用の推進 

留萌流域森林・林業活性化協議会との 

共催で実施しているペレットストーブの 

出張貸出による燃焼展示、「森林認証」     

パネル展の開催等により、木材利用の推 

進を図るとともに、森林認証の取得によ 

る地域材のブランド化に向け、取組を進 

めています。 
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ペレットストーブ出張貸出による燃焼展示 
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７ 治 山 

 

  治山事業は、森林の持つ公益的機能の維持増進を図り、安全で住みよい暮らしを実現す 

るために、森林整備や森林の維持に必要な施設整備（植栽による森林造成、機能低位な森

林の林相改良、渓流の浸食の進行による森林の崩壊を防止するための谷止工等の設置）を

実施しています。 

    管内は、日本海に面した海岸線沿いに市街地が点在し、その距離は南北に約 130km にも

及びます。 

   市街地の後背地はそのほとんどが海岸段丘斜面であり、地形も急峻で、地質が脆弱であ

るため、過去に幾度も大雨等による災害に見舞われてきました。 

こうした状況から、留萌振興局の治山事業は昭和 30 年に始まり、山地災害等の発生から道

民の生命・財産を守ることに加え、森林の維持造成を通じて水源のかん養、自然環境・生

活環境の保全形成、地球温暖化防止等の機能を最大限に発揮させることに努めています。 

 

 

災害に強い安全な地域づくりの推進 

 

    

 災害発生時                施工後 

 

令和５年度 小規模治山事業により施工（初山別村 豊岬漁港裏） 
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 ８ 路網整備 
 

林内路網は、多面的機能を有する森林の適切な整備や保全、効率的かつ安定的な林業 

経営の確立のため必要不可欠であり、山村の生活環境の整備、地域の振興等にも重要な 

役割を果たしており、地域森林計画及び市町村森林整備計画に基づき開設されていま

す。 

    管内の令和５年度末林道総延長は約 146.5Km、林道密度は 2.02m/ha となっており、 

全道平均（令和４年度末）2.40m/ha に比べて低位な状況にあります。 

  森林面積の 75％を占める国有林、道有林を含めた広域的な林内路網の整備、林内公道 

を効果的に活用した地域路網を形成し、「森林と人との共生」をめざし積極的に事業の促

進につとめています。 

 また、低コストでシンプルな『林道』、『林業専用道』、『森林作業道』を、地域に

応じた作業システムと一体的かつ効果的に整備し、林業の生産性を向上させ、持続的

な森林経営の実現のため、路網整備の推進を行っております。 

 

0

50

100

150

200

250

300

350

R1 R2 R3 R4 R5 R6見込

百万円 林道事業の推移
補助営（公共）

橋梁点検（公共）

林道改良（公共）

林道災害（公共）

林業専用道（規格相当）等（非公）

林道開設（道営）

207
217

167

102

194 190

 
『林道』 

 森林整備や木材生産を進める上で、幹線  

 となる道路 

 全幅員 4.0m～5.0m 

 

『林業専用道』 

 幹線となる林道を補完し、森林施業の用 

 に供する道路 

 全幅員 3.6m～4.0m 

 

『森林作業道』 

 施業地に直結し、作業を行う道路 

 全幅員 2.75m～3.5m 

 

                                              【林道】菊岡沖内線（小平町） 
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９ 保安林・林地開発規制 

 

(１) 保安林 

保安林は、水源のかん養、災害の防備、生活環境の保全・形成、保健休養の場の提供な

ど、森林のもつ公益的機能を維持増進することを目的に、これまで保安林整備計画等によ

り計画的に配備されてきました。この結果、令和5年3月末で管内森林面積の約64%にあたる

約18万2千ha（国有林、道有林を含む）が保安林に指定されています。 

管内の民有林では、流域を保全する水源かん養保安林(42%)、土砂流出防備保安林(32%)

の割合が高くなっています。 

 また、地域住民の生活圏に近い民有林では、憩いの場を提供する保健保安林(13%)、日本

海からの季節風などから住居、農地等を守る防風保安林が効果的に配置されているのが特

徴です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

(２) 林地開発規制 

 森林の無秩序な開発を防止し、「災害の防止」、「水害の防止」、「水資源の確保」、

「生活環境の保全」など森林の持つ公益的機能の維持を図り林地の利用を適正に行うため

に制定された林地開発許可制度（森林法第10条の2）については、昭和49年発足時から令和

5年3月末までの管内累計で､許可件数241件、許可面積669haの許可処分状況となっています。 

 管内の林地開発行為は、許可処分面積が100haを超えていた昭和54～55年度をピークに減

少しており、過去10年で見ると、土石等の採掘、農用地の造成等、年数件の許可処分とな

っています。 
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１０ 木育（もくいく） 
 

 北海道の木育（もくいく）は、平成 16 年度に「木育（もくい

く）プロジェクト」において発足提案され、子どもをはじめとす

るすべての人が『木とふれあい、木に学び、木と生きる』ことを

目的とした取り組みです。 

現行の北海道森林づくり基本計画においても、木育マイスター

や企業等による木育活動について重点的に取り組み、木育の推進

に向けて、「道民の理解の促進」、「青少年の学習の機会の確保」、「道民の自発的な活動の

促進」を図るため、留萌振興局でも、木育マイスターと連携した木育教室等を実施しています。 

 

(１)道民の理解の促進 
ア 木育マイスターと連携した木育教室 

道では、平成 22 年度から木育マイスター育成研修を  

実施し、木育を普及させる専門家として「木育マイスタ 

ー」を認定しています。留萌管内には、現在 3 名の木育 

マイスターが認定され、令和 3 年 3 月には木育マイスタ 

ー留萌支部「オロロンライン木育の会」が設立され、各 

 市町村の教育委員会等が開催している木育教室におい 

て、木育マイスターを派遣するなどの支援をしていま 

す。 

 

イ 木育の体験を通じた普及活動 

地域の人たちにクリスマスを楽しんでもらうため、留萌合同庁舎 1 階道民ホールや天塩

町役場庁舎、小平町の公共施設に留萌産トドマツのクリスマスツリーを展示し、それらの

ツリーに飾るトドマツのシートのオーナメントやミニツリーを園児や児童に作ってもら

う「クリスマスツリーづくりリレー」を実施しています。 

また、留萌教育局と協働で、平成 29 年度から留萌ブックセンターby 三省堂や木育マイ

スターの協力を得て、木育の本を管内の全小学校に寄贈する「るもい木育サンタ BOOKS」

の取組を実施しています。 

なお、これらの取組は、（一社）北海道森林土木建設業協会留萌支部や、るもい木育支

援連携協議会等の協力を受け実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木育マイスターと連携した木育教室 

留萌合同庁舎のクリスマスツリー 保育園児によるクリスマスツリーづくりリレー 
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(２)青少年の学習の機会の確保 
 ア 森林体験・森林環境学習の取り組み 

   道では、青少年の森林を大切にする心を培うため、

道民の森や道有林を活用した森林体験学習などに取り

組んでいます。 

留萌市の「るるもっぺ憩いの森」、「マサリベツ望

洋の森」や増毛町の「渓流の森」において、小学校が

取り組んでいる森林教室に、講師として支援を行って

います。 

 

 イ 「げんきの森」等を活用した木育活動の実施 

   道では、子どもたちが自由に森林体験活動を行える「げんきの森」を道内の各市町村

に設定しています。 

   羽幌町に設定している「げんきの森」である「ビオトープ自然空間はぼろ」において、

羽幌シーバードフレンドリー推進協議会が北海道羽幌高校と連携して生物調査や樹木

調査を実施しています。 

 

(３)道民の自発的な活動の促進 

 ア 「みらいの森」の活動 

 道では、平成 11 年度から道有林内に「みらいの森」を設定し、企業・団体等が植栽

や下草刈り、枝打ちなどをボランティアで実施しています。 

 平成 19 年度に留萌振興局、「るもい森林サポーター‘Ｓクラブ」及び留萌市がボラ

ンティア活動による森林づくりの実施に係る協定を締結し、留萌市の「るるもっぺ憩い

の森」内に設定した「みらいの森」（0.1738ha）において、るもい森林サポーター‘Ｓ

クラブにより森林を整備しています。 

 

 イ ほっかいどう企業の森林づくり 

  道では、平成 19 年度より、環境意識が高くＣＳＲ活動等として森

林づくりを希望している企業等とフィールド提供を希望する市町村

等の森林所有者との協定等に向けた橋渡しを行い、道内の森林整備を

促進し、森林の持つ多様な役割を高める取組を行なっています。 

  令和 4 年度に 1 件の協定が締結されています。 

 

小学校の森林教室 



- 12 - 

 

１１ 流域森林・林業の活性化 

 

（１） 概 要 

   木材の生産から加工・流通までの一貫した林業生産活動の活性化を図るため、「留萌流域森林・

林業活性化センター」を中心に、地域の特性に応じた森林整備や地域材の有効活用、事業量の安

定確保、生産性の向上などの検討を行っています。 

 

（２） 取組状況 

   平成５年９月に「留萌流域森林・林業活性化センター」を設置し、その事業実施機関である「留萌

流域森林・林業活性化協議会」の協議・検討を経て、平成６年３月に流域内の林業・木材産業の基

本方向を定めた「留萌流域林業活性化基本方針」を策定しています。 

   また、この基本方針を具体的に進めるため、平成１０年度からの計画をまとめた「留萌流域林業

活性化実施計画」（１０ヵ年分）を策定し、５年ごとに見直しを行いながら実施計画の実現に向け

て、重点課題を設定して検討を行っています。 

   平成３０年１０月には、留萌管内のトドマツ人工林資源が利用期を迎えていることから、適切な間

伐や計画的な主伐・再造林を実施するとともに、公共施設や木質バイオマスのエネルギー等に留

萌材（地域材）の利用推進に取り組む、「留萌地域における森林資源の循環利用推進計画」(平成

３０～令和3年度)を策定するとともに、「留萌地域における森林資源の循環利用推進分科会」を

設置し、「計画的な森林整備の推進」、「留萌材（地域材）の利用推進」の計画項目毎に進捗状況及

び成果の検証を行うこととしています。 

 

 

留萌流域森林・林業活性化対策の進め方 
 

 

 

 

 
「留萌流域森林・林業活性化センター」 

    理事長：苫前町長 福 士 敦 朗 

    構成員：留萌流域管内各市町村長 

 

 

 

  
 

 

 

 

 
「留萌流域森林・林業活性化協議会」 

会長：苫前町長 福 士 敦 朗 

委員：市町村、森林管理署、森林組合、 

      木材業界、森林労連、留萌振興局 

 

 

 

 

 
     

 

 

 
「留萌地域における森林資源の循環利用 
 推進分科会」 

○推進計画の実施状況進捗状況についての検証 

○推進計画の成果についての検証 

○推進計画の内容変更についての協議   
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１２ 普及指導

（１）普及活動区域と森林所有者数
森林室普及課及び天塩事務所では、林業普及指導員が施業技術の向上や経営の改善・

森林整備の促進などに向けて森林所有者等へ普及指導活動を展開しています。
また、自然環境に対する期待やと関心の高まりから、地域住民や児童生徒などを対象

に木育の取組みへの支援も行っています。

普及活動区域と森林所有者数 （単位：人，％）

普及活動区域 森 林 所 有 者

区 分
市 町 村 森林組合

在村 不在村 計 在村率

(人) (人) (人) (%)

普及課 増 毛 町 553 244 797 ６９

所在 留 萌 市 留萌南部 297 133 430 ６９

留萌振興局内 小 平 町 439 278 717 ６１

苫 前 町
留萌中部

383 111 494 ７７

羽 幌 町 279 120 399 ７４

天塩事務所 初山別村
遠別初山別

202 184 386 ５２

所在 遠 別 町 300 191 491 ６１

天塩合同庁舎内 天 塩 町 留萌北部 244 93 337 ７２

計 2,697 1,354 4,051 ６７

＊森林調査簿（令和6年3月31日時点）より抜粋。

（２） 人材の育成・確保
ア 林業グループの活動支援

最盛期には10グループ／会員計113名を擁してい

た留萌管内ですが、会員の高齢化による活動停滞

などにより年々グループ数が減少し、現在は1グル

ープが残るのみとなっています。

地域林業の担い手同士を繋ぎ、技術の向上や経営

改善、後継者育成を図る上での重要な存在である林

業グループの活動継続に向けて、引き続き支援して

いきます。

留萌管内林業グループ

グループ名 所在地 会員数 代表者 事務局所在地 連絡先 設立年

明里林業グループ 初山別村 ８ 木下 善一 初山別村字初山別 野村 英雄 H 7. 1. 1

林業グループの視察研修
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イ 北海道指導林家と連携した普及指導

指導林家は、地域の森林所有者の模範となるような

森林経営を行っている意欲的な林家を、地元の市町村

長の推薦を受けて北海道知事が認定しています。

管内では､現在12名の指導林家が、道が主催する

林業技術研修会等の講師をはじめ、森林所有者に対す

る森林施業の指導など、地域の林業振興のために活躍

されています。

北海道指導林家一覧

市町村名 氏 名 市町村名 氏 名 市町村名 氏 名

増 毛 町 木谷 辰彦 苫 前 町 服部 秀行 遠 別 町 細谷 昌光

留 萌 市 原田 盡一 羽 幌 町 中島 敏夫 〃 北島 次幸

小 平 町 石黒 文雄 初山別村 杉山 克夫 天 塩 町 井口 邦彦

〃 落田 勝幸 〃 三角 英樹 〃 横山 秀

ウ 留萌地域青年林業士の育成

青年林業士は、地域の森林づくりに強い熱意と意

欲を持ち、指導性を有している後継者であり、地元

の市町村長の同意を得て、振興局長が認定している

次世代の林業の担い手です。

管内では12名が認定されており、道が実施する研

修会への参加など林業に関する技術や知識の習得を

積極的に図り、地域の若手リーダーとしての資質向

上に努められています。

留萌地域青年林業士一覧

市町村名 氏 名 市町村名 氏 名 市町村名 氏 名

留 萌 市 道見 忠範 羽 幌 町 佐賀 信一 遠 別 町 木下 尚宏

〃 道見 正直 羽 幌 町 宝田 尚之 〃 北川 道生

小 平 町 落田 義幸 初山別村 山本 敏幸 遠 別 町 北島 繁幸

〃 東 洋将 〃 江端 健一 天 塩 町 吉田 善幸

（３） 主な展示林等
施設等の名称 施設等の位置 設定年 展示林等の概要

複層林展示林 増毛町箸別 平成6年 上木カラマツ(昭和29年植、100本／ha）、

（林業技術伝承の森） 34林班57小班 トドマツ、アカエゾマツの複層林を展示

他 〈面積3.20ha〉 【木谷辰彦氏所有】

イヌエンジュ植栽試験林 小平町花岡 平成22年 病虫獣害に強い広葉樹の森林づくりを図るた

92林班45小班 め、成長状況を調査し地域の樹種選定の参考と

する試験林 【石黒文雄氏所有】

広葉樹幼齢林施業モデル 羽幌町字朝日 昭和56年 間伐施業を実施した試験区と無施業の対照区と

林（林業技術現地適応化 35林班11小班 を比較調査し広葉樹の施業を検討するモデル林

促進事業・林業技術伝承 【中島敏夫氏所有】

の森）

北限のスギ 羽幌町字上築 昭和50年 学術的にも貴重な道北の厳しい自然条件下に植

12林班10・11 栽されたスギ造林地

小班 【(株)新宮商行所有】

天塩町アカエゾマツ 天塩町北川口 平成26年 泥炭層に生育する貴重な天然生アカエゾマツの

展示林 44林班12小班 純林を保護し展示 【JAるもい所有】

木育イベントで指導を行う青年林業士

植樹指導を行う指導林家
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（４） 最近の特徴的な取組
ア ＦＭ林率向上のための間伐等事業推進

（林業普及指導事業活動計画 R6年～7年度)

ＦＭ林とは、温室効果ガス削減に向けた取組の一つである森林吸収源の確保において、

「森林を適切な状態に保つために人為的な活動（林齢に応じた森林の整備・保全等）が

行われた森林」を意味します。

北海道森林吸収源対策推進計画では、2030年までに全道のＦＭ林率を75％へと向上さ

せることを目標としており、この達成のために当管内でも適正な整備が行われていない

「非ＦＭ林」11.7千haのうち5.9千haについて森林整備を行うことが求められています。

このため、非ＦＭ林の中から間伐等の森林施業が可能な森林を衛星写真や現地確認に

より抽出し、林分調査の上で必要な施業等をまとめた林分診断書を作成、森林所有者に

対する施業の推進を進めていく取組を市町村・森林組合と連携により実施し、FM林率の

向上を図っていきます。

イ 留萌森づくり交流会の開催

（R5 非ＦＭ林現地での施業検討）

高齢級の間伐遅れ林分や天然林化して長年放置された

林分など扱いの難しい非ＦＭ林の現地を訪れ、今後どの

ような施業を行うべきかという観点で、市町村・森林組

合・森林所有者・森林管理署職員等による現地検討を行

いました。

地域の山づくりに長年取り組んできた指導林家から、

実際に伐採を行うことを想定した際の収支・想定される

所有者の負担についての指摘があるなど、活発な意見交

換の場となりました。 留萌森づくり交流会での意見交換

適切な整備が行われている「ＦＭ林」 森林整備が行われていない「非ＦＭ林」
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